
＜2019-11-24 プチ労 107 まとめ＞ 

参加者：12 人（ドイツから一時帰国の Ms さん特別参加、幼児「F 太のねーちゃん」1 名）  

中高年：青年＝4：8 地域：それ以外＝5：7 

メニュー：韓国労働者、民衆の闘いに敬意を表して 

     スンドウブチゲ（純豆腐鍋）、ニラと桜エビのジャン 

 

「近現代日本 150年の労働者・民衆の闘いの歴史」第 18回 

第三章 1930 年代（世界大恐慌～日中戦争開始まで） 

レポーターゆたかさん 

 第三章（３）朝鮮侵略が生んだ“矛盾の実験場”「満州」侵略 

       第四節 「総力戦」の準備―「満州産業開発計画」の失敗 

       第五節 棄てられる開拓移民 

別紙補足：敗戦後日本の国家賠償裁判‐戦争をなかったことにするか、しないか 

 

 

「“持つ者が持たない者に持たせることをしない”という現代でも同じ発想のアベの祖父岸

をはじめとした日本の支配層は、『満州国』という壮大な“ハリボテ”を使った“ママゴ

ト”のために、中国・朝鮮の民衆を踏みにじり、日本人開拓移民を棄てたのに、学校で習

う『満州国』の設立から滅亡は 1 行で済ませられて、自分の“嫌韓”にも通じている。“自

分（の認識）が何で出来ているか”を考えても、僕らはもっと伝えていかなければならな

い。」 

詩人であるレポーターが「草稿」の一部を朗読したうえでのまとめが Excellent!!! 

彼の自前の「言葉」がズーンと響いた。 

 

第四節 「総力戦」の準備―「満州産業開発計画」の失敗 

 

概説 GO：「満州産業開発計画」は、「農民の窮乏を救い王道楽土建設」など当初、勝手な

がら青年将校石原莞爾らにあった「夢」はすぐに消え、「革新官僚」岸信介らが差配する

「日本資本主義の延命」のための「統制経済」の実験になる。日本の国家予算の半分を使

う計画の結果は大失敗だったが、岸らにより、この計画を模して国家総動員法体制が作ら

れ、反省もなく敗戦後の高度成長体制に引き継がれる。 

 

Reporter UU：石原らの意識の背景として、第 4 節のコラム「『軍国主義』の根本は農村の

窮乏」に、「『軍国主義』は日本人の本性に根差すものではない。農村の窮乏の拡大ととも

に『軍国主義化』も増大してきた。」とあり、当時の小作人をめぐる議論として「小作人の

権利を伸長させることは働く意欲を一掃する」とか「そもそも貧窮者の大部分は遺伝であ

る」とかあったようだが、“持つ者が持たない者に持たせることをしない”のは現代も同じ

発想だ。ところで、“革新官僚”ってどういう意味かな？ 



GO：石原らの「夢」への共感もそうだが、1929 年世界恐慌で大失業時代になり、農村は

窮乏し、明治以来の「近代化」のなかで蔓延していた「時代の閉塞感」があった。岸らの

やったことは「上からの統制」でしかなかったが、何かそういう窮乏や閉塞感を吹っ切っ

てくれる「明治以来の旧態依然を作り直す維新」と受け取られて、「革新」だったのではな

いか。 

今も、多くの 10 代の人たちが「日本を取り戻す」というアベたちを「革新」とみてい

るらしいこととも似ている。 

 

UU：「満州」の「実験」を敗戦後に引き継いだという意味では、もうひとつのコラムにあ

るように新幹線。 

。。。「計画」の初代委員長十河（そごう）は、敗戦後、国鉄総裁として、「満鉄を疾走した

特急をぜひ再現したい」と 1964 年東京オリンピックの前日に東海道新幹線を開通させ

た。しかし、無理な工事で多数の労働者が死んだ。それは、戦争とその膨大な死者を「な

かったこと」にする「日本の復興の証」オリンピックのためだった。 

開高健は、オリンピックの閉会式で黛敏郎作曲の梵鐘の電子音楽を聴きながら「得体の

しれぬ暗愁の混沌において、ごううううおおおンと鳴り響くところへ『君が代』が演奏さ

れるものだから、いよいよこちらは、おとむらい気分、陰々鬱々となっていく」と書い

て、戦争の死者を、「復興」の死者を想った。。。 

 岸らは「満州」で、結局、敗戦に至る“壮大な実験”をした。でも、その「成果」は後

の日本に“移築”するためで、「満州国」が巨大な“ハリボテ”で、そこでやる「実験」

は、いわば“ママゴト”だということはわかっていたのではないか。仮に戦争に勝利した

としても、人の国に勝手に国をつくったことの無理を。一時はワーっとなっても自分で矛

盾が見つかることを。 

 

GO：三つ目のコラムに書いたように、たしかに、岸には、敗戦後、何の反省もなかった。

A 級戦犯容疑者となって自決を促された時の返歌は「名にかえてこの聖戦（みいくさ）の

正しさを来世まで語り残さむ」だったし、後には「戦後日本の姿は建国以来かつてない敗

戦に直面して呆然虚脱し、優秀なる民族性を忘れ果てた姿である。我らはかつて世界に比

類ない国民的結束と世界を驚倒する進歩発展を遂げた。この国民的優秀性は依然として我

らの血を流れているのである。」と書く。敗戦後も、明らかに岸は「戦前」を生きていた。 

 

第五節 棄てられる開拓移民 

 

概説 GO：「産業開発計画」と同時に、1937 年、日本政府は、日本の 5 反未満の零細農家

の半分にあたる 100 万戸を「満州」に送り込む「開拓移民計画」を立て、1942 年まで

に、中国農民 3 千万人と日本統治でやむなく「満州」に行った朝鮮農民 100 万人超とが

営々と耕した農地の 6 割、日本の総面積の半分で「満州」総面積の 14％にあたる 2 千万㌶

もの土地を詐取した。 



しかし、「1 戸が 20 町歩」と宣伝され送り込まれた開拓団には技術と装備は追いつかず

「成功した開拓団」は数少なく、食料増産の「計画」全体としても失敗だった。 

そして、敗戦までに青少年義勇軍を含めて 27 万人送り込まれた開拓移民は、1945 年敗

戦とともに置き去りにされ、1 年後にようやく始まる引き揚げまでに 8 万人が死亡。うち

7 万人が病死で、残り 1 万人のうち 3 千人以上が「集団自決」だった。 

 

UU：こんなにいろんなことがあったのに、学校で習う「満州国」の設立から滅亡につい

ては、ほぼ 1 行で済ませられている。 

 

レポーター雑感“自分（の認識）が何で出来ているか？” 

 

UU：だから、自分にとって、「満州国」より朝鮮半島のほうがまだ近い気がする。そうは

いっても、今まで、実際知り合った韓国人には何もないのに、「旅行したい国ではない」と

いう意味で、なぜか「嫌韓」。どうしてか？ よくわからないが、最近あらためて知った

が、1987 年まで韓国が軍事政権だったからかな。 

“自分（の認識）が何で出来ているか”と考えると、最近は、たみとやでのいろんなや

り取りで出来ていて、その前は、友人たちとのやり取りで出来ている気がする。 

 

MM：私も、韓国への印象は、11 月の労働者集会に行って、韓国労組の人たちが大挙して

来ているのを見て変わった。若い人も、やはり中国・韓国より、欧米へのアコガレが強い

のかな。 

N：逆に、プチ労では、若い人から反米という声も出た。 

MG：反米というわけでもないが、例えば「韓流」などには興味がない。 

MK：話は戻るが、「満州開拓移民」には、村ごと行ったのが多いというが、被差別部落ご

と行ったのもあるんですかね？ 

GO：あるある。「満州」では被差別部落民も中国・朝鮮民衆より「上」。 

MK：そのへんから、一層、カーストというか、日本の差別構造がつくられた面があると

思う。 

N：一方で、みんな開拓移民に行く中で、第 5 節のコラムにある長野県の佐々木村長のよ

うに移民を送り出すことを拒み続けた人がいたことを絶対覚えておくべき。 

GO：そうそう。彼が拒み続けられたポイントは、妻の「身内を送り込めない場所ならやめ

ておきなさい」という一言と若い時に通った山宣などが講師の「伊那自由大学」で学んだ

ことだった。2018 年には、FNS 大賞のドキュメンタリー「満州移民に抵抗した村長佐々

木忠綱」が放映されたらしいが、敗戦後、まず彼がしたことは、教育のために、村になか

った高校を作ることだった。 

 

UU：そういう意味でも、僕らはこういう歴史を伝えていくべきだと思う。 

 



補足：敗戦後日本の国家賠償裁判‐戦争をなかったことにするか、しないか 

 

GO：置き去りにされた開拓移民は敗戦後どうしたのか。中国残留孤児とともに残留婦人が

国家賠償を求める裁判があった。彼女たちは、敗戦後も、帰還事業を打ち切られ、戸籍を

抹消されるなど、何度も棄民されたうえで 2001 年に提訴し、2006 年、日本政府の責任は

認められたものの、「賠償請求には今一歩たりない（判決文）」？と却下された。 

ところで、この「戦争被害への国家賠償の必要性」は、1955 年に提訴された「原爆裁

判」で最初に認められた。しかし、1963 年の判決は「アメリカの原爆投下が国際法違反」

としながら、「国際法は国と国との問題であり、アメリカを日本の裁判所は裁けない」とし

て請求を却下した。 

これが、「慰安婦」・「徴用工」問題を「解決済み」とする 1965 年日韓協定の「国と国と

の問題とは別に、国家への直接の個人の請求権は残る」という、1999 年まで日本政府が主

張していた解釈につながる。 

それでも、「原爆投下は国際法違反」は、国際人道法の問題として 2017 年の核兵器廃絶

条約につながった。 

そして、2019 年 11 月には、日本の国家賠償を求める韓国での「慰安婦」裁判が始ま

り、今、「国際法は国と国との問題」なのか「国際人道法」の問題なのかが、あらためて、

日本政府に問われている。 

こうした敗戦後の国家賠償裁判の過程は、言い換えれば、日本人も朝鮮人も中国人も棄

てて「戦争をなかったことにするのか」、「しないのか」のせめぎあいだ。 

 

KS：たしかに、日本は、アメリカとともに「戦争をかくそう、かくそう」としてきて「経

済大国」になった。一方、ドイツは、「反省。反省」とやってきたんだが、ある意味、

「堂々」と再軍備して「大国」になった。ネオナチも復活している。 

YS：「ナチスが悪者」ということが強かったからか？ 

GO：そうはいっても、1960 年代、ドイツで学生運動が懸命に問いかけたから民衆レベル

での「自らの加害責任の反省」も始まった。それでも、ドイツも日本も反戦があらためて

問われるのは、さらに、“持つ者が持たない者に持たせることをしない”資本主義そのもの

に対する、学生だけでなく、尊厳をかけた労働者・民衆の運動が必要っていうことだね。 

N：歴史は続くし、闘いは続くっていうことだね！ 

 

 

次回 2020 年 1 月 26 日プチ労は、その意味でも、「満州」の歴史の最後に、「満州国」を

揺るがせ続けた中国民衆の抗日武装闘争と「満州侵略の兵站基地」朝鮮の労働者・農民の

闘いを見ていきたい。 

さらに、2 月以降は、第三章「草稿」後半ということで、1930 年代、日本国内の労働運

動と農民運動を見ていきたい。 

以上 


